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吊も

1，500戸(十 3)

7，467人〈土 0)

3，676人(ー 7)

3，791人〈十 7)

村のようす

(57年2月1日現在〉

冬野菜出楕盛ん
胡窃ヨ OO é!3[lSも~~

冬場の農地を利用して

野菜栽培に取り組む

合
一
一
一
ノ
作
り
六
年
自
V

小室?寂 2吉芭ん夫妻 (JII辺〉

ニ
ラ
を
手
掛
け
て
、
六
年
呂
の
小
針

政
治
さ
ん
ハ
川
辺
)
で
は
、
「
何
ん
と

か
冬
場
、
出
稼
ぎ
せ
ず
に
家
で
収
入
を

得
る
仕
事
は
な
い
も
の
か
」
と
ニ
ラ
作

り
に
自
を
付
け
た
そ
う
で
す
。
一
一
ラ
は

自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
栽
培
出
荷
が
で

き
ま
す
。

今
年
は
、
援
冬
の
た
め
安
催
。
高
い

時
で
一
束
三

0
0
5〉
均
円
、
今
は

お
円
。
「
で
も
、
一
一
一

O
円
だ
っ
た
ら
採

算
は
あ
い
ま
す
。
」
と
笑
顔
を
見
せ

る。
A

レ
タ
ス
作
り
一
年
生
V

「
レ
タ
ス
作
り
は
、
一
年
生
で
す
」

と
は
り
き
る
小
針
正
美
さ
ん
ハ
中
〉
で

は
、
集
団
転
作
に
よ
る
ハ
ウ
ス
に
、
六

千
本
の
レ
タ
ス
を
定
植
、
い
ま
出
荷
し

て
い
る
。
レ
タ
ス
も
、
キ
ュ
!
リ
等
と

ち
が
っ
て
、
取
り
入
れ
作
業
の
時
期
に

余
裕
が
あ
り
、
冬
の
身
体
を
休
め
る
合

い
関
の
収
入
源
だ
そ
う
で
す
。

レ
タ
ス
も
昨
年
に
比
べ
安
値
で
は
あ

る
が
一
個
当
り
約
五

O
円
で
出
荷
さ
れ

て
い
る
。

A
農
地
を
最
大
隈
に
利
用
V

ニ
一
ブ
、
レ
タ
ス
共
に
冬
場
の
農
地
を

利
用
し
て
栽
培
さ
れ
た
も
の
で
す
。
集

団
転
作
地
の
ハ
ウ
ス
で
は
、
年
一
三
凶
作

付
し
、
う
ま
く
回
転
さ
せ
、
一
つ
の
土

地
が
一
一
一
倍
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
冬
野
菜
の
栽
培
は
、
農
地

を
最
大
限
に
利
用
し
、
出
稼
ぎ
対
策
と

農
家
所
得
の
安
定
の
面
で
も
、
今
後
新

し
い
技
術
と
く
ふ
う
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
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2 昭和57年 3月 1日

地域ぐるみで集団転作をpp
No. 187 たまかわ広報

昭
和
五
十
七
年
度
の
水
田
利
用

再
編
対
策
事
業
ハ
米
生
産
調
整

γ

の
ね
ら
い
は
、
集
団
転
作
を
地
域

ぐ
る
み
で
推
進
し
、
生
産
性
及
び

所
得
率
の
高
い
作
物
を
取
り
入

れ
、
よ
り
多
い
転
作
奨
励
補
助
金

の
交
付
を
受
け
る
乙
と
と
、
転
一作

が
農
業
経
営
の
中
に
定
着
し
て
、

農
家
所
得
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ

と
で
す
。

〈
村
の
転
作
等
自
標
面
積

V

二
年
続
き
の
天
災
に
見
舞
わ

れ
、
農
家
所
得
の
減
少
で
経
営
状

態
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。
国
で
は

こ
う
し
た
事
情
を
一
憂
慮
し
転
作
を

円
滑
に
進
め
る
た
め
転
作
等
目
標
面
積

を
前
年
度
と
同
様
に
凍
結
し
ま
し
た
。

県
知
事
か
ら
本
村
に
配
分
さ
れ
た
転

作
目
標
面
積
は
、
六
十
八
ヘ
グ
タ
ー
ル

(
土
地
改
良
通
年
施
行
面
積
一
ヘ
ク
タ

{
ル
を
含
む
)
で
、
こ
の
面
積
を
各
農

家
の
水
田
面
積
に
応
じ
て
配
分
致
し
ま

し
た
の
で
、
配
分
ど
お
り
転
作
を
実
施

さ
れ
ま
す
よ
う
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
八
転
作
作
物
の
導
入
〉

そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
で
は
、
今
年
の
農

作
物
の
作
付
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
経
営
方
針
に

沿
っ
た
転
作
作
物
を
選
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
農
家
所
得
を
高
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
で
は
、
総
合
需
給
力

の
維
持
強
化
の
観
点
か

ら
、
国
内
自
給
率
の
低
い

大
豆
・
麦
・
そ
ば
お
よ
び

飼
料
作
物
は
、
特
定
作
物

と
し
て
高
額
の
転
作
奨
励

補
助
金
を
交
付
し
生
産
拡

大
を
進
め
て
い
ま
す
。

村
は
、
国
の
方
針
に
従

っ
て
特
定
作
物
を
中
心

に
、
地
域
振
興
作
物
の
指

定
を
受
け
た
未
成
熟
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
(
ス
イ
l
ト
コ

ー
ン
〉
を
含
め
た
野
菜
類

を
振
興
す
る
た
め
、
石
川

農
業
改
良
普
及
所
並
び
に

泉
村
農
協
・
須
釜
農
協
と

連
絡
を
敗
、
指
導
体
制
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
湿
田
に
適
す
る
作
物
に

青
刈
り
稲
に
変
え
て
、
栽
培
が
容
易
で

家
畜
(
止
し
〉
の
飼
料
と
し
て
栄
養
価
が

高
く
利
用
じ
や
す
い
青
刈
り
ヒ
エ
(
グ

リ
ー
ン
ミ
レ
ッ
ト
)
を
転
符
に
進
め
て

い
ま
す
。
(
種
子
は
農
協
に
あ
り
栽
培

方
法
も
指
導
し
ま
す
O

〉

八
地
域
振
興
作
物

V

県
は
、
野
菜
類
の
中
か

J

ら
地
域
に
適

合
す
る
も
の
で
、
九
一
定
面
積
が
確
保
さ

れ
振
興

rき
る
作
物
を
選
ん
で
地
域
振

興
作
物
に
指
定
し
ま
す
。
木
村
守
は
、

未
成
熟
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
(
ス
イ
l
ト
コ

l
y
)
が
指
定
を
受
け
一

0
ア
ー
ル
当

り
五
、

0
0
0円
の
奨
励
補
助
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

〈
集
団
転
作
の
推
進

V

転
作
の
定
着
化
と
、
転
作
作
物
の
生

産
性
の
向
上
並
び
に
商
品
性
の
向
上
を

図
り
収
益
性
を
高
識
な
が
ら
、
さ
ら
に

転
作
奨
励
補
助
金
を
よ
り

多
く
受
け
取
る
た
め
に

は
、
集
団
的
な
計
画
転
作

ハ
集
団
転
作
)
が
基
本
要
(
)

件
と
な
り
九
地
域
ぐ
る
み

;

の
話
し
合
い
で
集
団
転
作

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

集
団
転
作
計
画
は
部
落

ご
と
に
樹
立
し
、
農
家
に

配
付
し
て
あ
る
「
昭
和
五

十
七
年
度
水
田
利
用
再
編

対
策
事
業
推
進
資
料
」
の

三
ペ
ー
ジ
・
四
ペ
ー
ジ
に

記
載
さ
れ
た
要
件
を
満
た

す
こ
と
に
よ
り
次
の
よ
う

に
転
作
奨
励
補
助
金
に
計

画
加
算
金
及
び
団
地
化
加

算
金
が
交
付
さ
れ
ま
ず
。

(10ア{ル当り:円〉

転作奨励補助金

l計 画 J団地化
基本額|加算金|加算金

;l::::|:: 
40，500 7，500 5，000 28.000 

、ーノ

特定作物

hzl川 6.5引 I…
33，000 

※ 計画加算金は、転{乍率区分16%未満の額である。

団地化加算地区で、団地外の転作田は計画加算金が交付になりま

す。

集団転作の要件が満たない集落は基本額のみの交付となります。

集団転作による奨励補助金

要件|作物区分
計

54，500 

38，000 

5，000 28，000 

転対作象面配分積 5転7年作度目標:面積 対に対象す面渚ま積と

)[[ 辺 11，174α 1，361α 12.2% 

オ耳司:!:、 生 1，534 187 12.2 

高 5，081 622 12.2 

中 4，262 522 12.2 

岩法寺 4，778 582 12.2 

竜 埼 6，182 753 12.2 

南 須 釜 6，627 809 12.2 

北 須釜 5，679 773 13.6 

ゴEコ= 3，240 396 12.2 

山小屋 2.003 243 12.2 

四 辻 新 田 2，631 323 12.2 

河 平 675 82 12;2 

菅井沢 1，213 147 12.2 

£E』3 55，079 I 6，800 I 

部落別転作等目標面積

団
地
化
加
算
地
区

6，500 

5，000 

48，000 

33，000 

計
画
加
算
地
区



たまかわ

説
明
会
開
か
れ
る

広報

58年中頃

空
港
の
建
設
地
が
「
須
賀

川
東
」
に
決
定
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
空
港
建
設
計
画
に

つ
い
て
の
説
明
会
が
、
去
る

二
月
八
自
、
想
定
さ
れ
る
地

権
者
を
は
じ
め
、
村
議
会
議

員
、
区
長
、
各
種
団
体
の
長

な
ど
約
百
二
十
名
が
参
集

し
、
県
か
ら
藤
田
企
画
調
整

課
長
外
一
一
名
を
迎
え
て
開
か

れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
村
長
よ
り
、
誘

致
運
動
に
対
す
る
お
礼
が
述

べ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
今
後
、

地
域
開
発
整
備
並
び
に
村
民

生
活
の
向
上
の
た
め
、
住
民

の
合
意
と
納
得
を
得
て
、
空

港
建
設
を
進
め
て
行
き
た

No. 187 昭和57年 3月1日

決定は

3 

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
つ
づ
い

て
藤
田
課
長
よ
り
、
空
港
建
設
に
伴
う

今
日
ま
で
の
経
緯
と
空
港
の
必
要
性
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
「
地
元
と
充
分

協
議
を
し
て
、
地
域
社
会
と
結
び
つ
い

た
空
港
建
設
を
し
た
い
。
」
と
協
力
の

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

五
十
七
年
度
は

気
象
調
査
等
実
施

県
か
ら
今
後
の
事
業
の
進
め
方
に
つ

い
て
、
詳
し
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
度
事
業
と
し
て
は
、

空
港
の
位
置
設
定
の
た
め
の
気
象
調
査

や
環
境
整
備
計
画
の
構
想
な
ど
が
立
て

ら
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
空
港
の
位
置
が
決
定
さ
れ
る
の
は

昭
和
五
十
八
年
中
演
以
降
に
な
る
見
通

し
で
、
こ
の
間
地
権
者
の
生
活
再
建
や

騒
音
を
含
め
た
環
境
問
題
な
ど
に
つ
い

て
充
分
検
討
し
、
そ
の
対
策
を
立
て
な

が
ら
住
民
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
の
あ
と
、
質
擬
応
答
が
行
わ
れ
、

空
港
周
辺
整
備
計
覇
、
や
騒
音
公
害
な
ど

に
つ
い
て
質
関
が
お
り
、
現
時
点
で
の

県
の
考
え
が
の
べ
ら
れ
参
集
者
も
理
解

を
深
め
ら
れ
た
説
明
会
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
七
年
度
計
蕗

ω気
象
関
係
調
査

風
向
、
風
速
、
一
察
官
問
、
積
雪
、

視
高
、
気
流

ω予
備
調
査

植
生
、
動
植
物
の
生
態

土
質
ハ
現
地
で
ポ

i
リ
ン
グ
調
査
)

ω地
顕
作
成

ハ
航
空
写
真
に
よ
る
地
関
〉

糾
全
体
の
概
略
調
査

(
五
十
八
年
度
以
降
で
詳
細
調
査
)

紛
経
済
的
調
査

説明をする県全面調整課長

真剣に耳を{漬ける参集者

ーハまは分 得実生中費及表ハ
三す 、け アる 施活学拡所、村グ

あ 食。二てンこしに三三大等農、米
な 共 項調ヶと、つ年対を業教 1/

た 、 目査 lがー い生策も思育消
の(ご.にさトで Oてをのつ体関費
家 86は つれ諒きーア対一 て石 係拡
庭パん い ま 査 ま 名 γ 象環構)!!者大
で iが てし は し か ケにと成 、推
はセ好 おた、たら i 、し〉農消進
、γき 知が入。のト日ては草
日ト ら、項回調頃、、改費協
常〉 せ今自 答査の村米良者議
生 し屈にをを食内海普代会

誕
生
丹
に
は
現
況
届
を

出
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老

齢
年
金
を
う
け
て
い
る
方
が
提
出
す

る
現
況
麗
の
提
出
期
限
は
、
年
金
を

う
け
て
い
る
方
の
「
誕
生
月
の
末

日
」
で
す
。
例
え
ば
、
三
月
生
ま
れ

の
方
は
、
三
月
三
十
一
日
ま
で
提
出

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

況
現
屈
は
、
国
民
年
金
を
受
け
て

い
る
方
が
、
引
き
続
い
て
年
金
を
受

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
大
切

な
手
続
き
で
す
。
現
況
届
が
期
限
ま

で
に
提
出
さ
れ
な
い
と
き
は
、
提
出

さ
れ
る
ま
で
の
関
、
年
金
が
差
し
止

め
ら
れ
ま
す
む
で
、
期
間
以
ま
で
に
提

出
さ
れ
る
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い

現
況
屈
の
用
紙
は
、
提
出
時
期
の

約
一
カ
月
前
に
社
会
保
険
庁
か
ら
直

接
本
人
あ
て
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
要
な
事
柄
を
ご
記
入
の
う
え
、
役

場
ま
た
は
須
釜
支
所
で
証
明
を
受
け

て
社
会
保
険
庁
へ
返
送
し
て
く
だ
さ

、。た
だ
し
、
年
金
の
裁
定
を
受
け
て

米
消
費
拡
大

ア
ン
ケ
ー
ト
"
調
査

か
ら
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
は
、

現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
用
紙
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
技
士
試
験
案
内

一
、
試
験
申
請
書
の
受
付
期
間

一
一
一
月
一
日
か
ら
十
五
呂
ま
で

ニ
、
試
験
日
時

五
月
十
日
か
ら
二
十
/
一
日
ま
で
の
指

定
す
る

E
時

一
ニ
、
試
験
地
仙
台
市

!
四
、
提
出
書
類

試
験
申
請
書
ハ
様
式
が
変
わ
り
ま
し

た
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
〉

五
、
手
数
料
二
、

0
0
0円

(
所
定
の
用
紙
に
よ
り
郵
便
昂
又
は

銀
行
に
払
い
込
ん
で
納
付
す
る
方
法

に
変
わ
り
ま
し
た
。
)

六
、
申
請
書
の
提
出
先

財
団
法
人
無
線
従
事
者
国
家
試
験

セ
ン
タ
ー
東
北
支
部
(
仙
台
前
本
町

三
丁
目
二

i
一一一二〉

詳
細
は
、
「
仙
台

O
ニ
ニ
ニ
!
一
一
一

i

四
一
四
七
」
む
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

活
の
主
食
は
何
で
す
か
。

朝

食

ご

は

ん

mmM
パ

γ
2
M

め
ん
類

3
M
牛
乳

l
M

食
べ
な
い

3
M
そ
の
他

1
M

昼

食

ご

は

ん

冗

ガ

牛

乳

4
M

パ

γ

U

M
め
ん
類

m
M

夕

食

ご

は

ん

%

が

そ

の

他

が

(
肉
類
)
l
M月

め
ん
類

2
M
食
べ
な
い

牛

乳

I

M

P

I

M

間

食

め

ん

類

M
M
m

ご
は
ん

m
M

そ
の
他

4

菓
子
類

M
M
牛
乳

3
M

パ

γ

幻
ガ

食
べ
な
い
認
が
月

二
、
あ
な
た
の
家
庭
で
、
ど
の
食
事
が

一
番
好
き
で
す
か
。

ご

は

ん

花

形

め
ん
類

m
M

パ

ン

3
M

い
も
類

肉

類

2 3 
%%  
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小
11 

T白r
田1

溝 宗 藤 石 佐 石車須首矢車

11 l' fI 

新
入
学
児
童
を
お
持
ち
の
家
庭
で
は
入
学
の
準
備
に
、
お
忙
し
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち
も
、
大
き
く
胞
を
ふ
く
ら
ま
せ
、

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
う
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

昭
和
五
十
七
年
度
の
新
入
学
該
当
児
童
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
で
、
男
五
四
名
、
女

六
五
名
、
合
せ
て
一
一
九
名
で
す
。

" 

小
学
校
入
学
予
定
者
名

川
辺
小
学
校
(
十
四
名
)

川部
H 落

辺名
11 11 11 11 11 11 

" " 
11 11 11 

" 

谷針瓶

篤孝

玉
川
第
一
小
学
校

〈
六
十
六
名
〉

蒜

生11 11 

高" 
有矢車真真真 草曲

賀吹 田 弓 弓 弓田山

加
代
子

千
加
子

重

夫
泰

弘

陽

子
健

一
利

勝
里

美

一義正時泰喜 英武

二隆一伸行重一二

も争すぐと~O@
小

高" " " 

11 " " " " 

井形白井藤井田藤藤吹田

和

枝

耕

治
優

子

幸

次
そ
の
子

和

子
真

澄
久
美
子

真
由
美

辰

哉
久
美
子

昭

一

治

司
重
次
郎

政

美
金

六

孝

雄

直

吉守
伸

二

{
子
一

車関古 溝 前

幹孝粂正俊

失正吉治彦

小

高

双石添高溝

児

童

名

保

護

者

名

矢

部

陽

子

常

政

関

根

豊

明

照

雄

須

藤

幸

子

利

夫

鈴

木

靖

子

和

夫

矢

部

真

由

美

丈

一

白

旗

功

保

雄

須

藤

か

お

り

一

夫

矢

部

博

八

重

子

須

藤

智

恵

子

久

一

矢

吹

京

‘
子

春

男

辻

泰

之

泰

央

三

孝

忠

夫

小

江

政

一

岩

実

寿

光

ゆ
か
里

治

行
寿恵育

田根田井島

中

幸

「ハーイ J
(いずみ幼稚園ほし組〉

もうすぐ一年生になれる人

里井田原井

安

志
裕

之

仁

子

由
香
里

知

博

一

夫

昭

一

祐

一誠
政

樽

f! 中

正理美広正裕正喜さ春喜五 美淳 一 正春春千 義理孝由志か由雅美寛
な 恵 乃お和

子俊乃修典恵穂美浩子人子え美祐郎修佳也篤哉誠樹江美美進博呑紀美婦り香宣子明

須

釜小石吉仁小仁佐湯小鈴三鈴石、石小上小小小鈴小小岡佐佐小石多大大倉鈴近 高 山 佐 永
J¥ 井井 本

林山田田林田藤沢林木松木森井林野林林林木林林部藤藤針森田竹竹鎌木藤林本藤瀬
( 学

十校
七
名
¥ーノ

" " 

岩
"法 11

寺
11 11 f! " 

2会z
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崎" 

11 " " " f! " 11 " f! " 11 11 11 " " " 
11 f! 11 f! 

和秀綾

" " 
南
須
釜

増

子

健 晴正佑徳一 光 吉久世 清喜忠彦佳重信一久敬 代正光 由 幸浅靖武
一正志豊 二攻攻 隆信昇 繁
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蒸

喜
久
男

高
11 須

釜
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11 須 η

釜

新自

由辻
11 

塩失鈴鈴失近関渡小榊関阿草関草鈴 榊 矢矢金斎大円大小石阿相大大大榊近塩大会
久 和

沢 部木木吹内根辺針枝根津野根野木校吹吹子藤越谷木原森部楽野野田校内沢野田

11 " 11 11 11 11 11 11 
" 

11 " 11 f! " " " " 11 
" 
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辻

分
関塩
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美 美 美

行子一子澄幸枝勇勝忍子子匙香子子子美香人美夫彦浩嗣f美和子浩広広健 蒸 幸子也

校
ハ
二
名
)

ネ良

裕

田

豊

良金義日常正良忠高金ハ宰新正安三徳重勇好昭 勝忠嗣一栄功健清茂ツ正幸好
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士
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お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き

添
田
主
計
さ
ん
に

一

等

賞

た

お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
の
一
等
賞

.
二
等
賞
の
当
選
者
が
村
内
か
ら
一
ニ
名

も
名
乗
り
出
た
。
一
等
賞
の
ス
テ
レ
オ

ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

が
小
高
の
添
田
主
計
さ
ん
に
、
ま
た
ニ

等
の
折
た
た
み
式
自
転
車
は
川
辺
の
味

京
野
男
さ
ん
と
矢
部
敏
彦
さ
ん
の
一
一
名

に
そ
れ
ぞ
れ
当
り
、
川
辺
郵
便
局
か
ら

賞
品
が
贈
ら
れ
た
。
当
選
し
た
添
田
さ

ん
は
春
か
ら
縁
起
が
良
い
、
ス
テ
レ
オ

は
孫
達
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
だ
と
大

No. 187 昭和57年 3月 1E 

子

安

5 

若
い
主
婦
達
が
集
ま
っ
て
、
子
授
け

や
安
産
を
祈
り
、
そ
し
て
ま
た
生
ま
れ

た
子
供
の
す
こ
や
か
な
る
成
長
を
願

う
、
さ
ら
に
お
産
で
亡
く
な
っ
た
婦
人

の
供
養
を
も
行
う
。

そ
の
た
診
に
女
性
達
が
講
を
作
つ

喜
び
で
し
た
。

お
年
玉
の
当
選
者
は
村
内
に
も
っ
と

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で

当
選
番
号
を
良
く
見
て
賞
品
を
早
く
受

取
っ
て
く
れ
る
よ
う
部
便
局
で
は
希
望

し
て
お
り
ま
す
。

盤
上
で
熱
戦

村
民
囲
碁
・
将
棋
大
会

村
民
囲
碁
、
将
棋
大
会
は
、
去
る
一

月
三
十
一
日
、
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で

午
前
九
時
か
ら
、
村
内
愛
好
者
約
四
十

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

思
碁
は
、

A
B
級
、
将
棋
は
、

A
B

C
級
に
そ
れ
ぞ
れ
別
れ
、
日
頃
の
腕
前

を
盤
上
で
ぶ
つ
け
あ
い
ま
し
た
。

成
績
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
。

囲

碁A
級

沢田間

正義仁

一
位

ニ
位

一一一位
一
位

ニ
位

三
位

中添塩久
保
木

一
一
一
士
ロ

秋

葉

芳隆徳

B 
級

て
、
子
安
地
蔵
や
子
安
観
音
を
造
立

す
る
。

そ
の
姿
態
は
そ
れ
ん
¥
異
っ
て
い

る
が
、
右
手
に
は
蓮
華
を
持
ち
、
左

擦
に
は
幼
克
を
の
せ
て
右
腕
で
抱
え

て
い
る
坐
像
や
立
橡
が
多
い
。

当
村
内
で
は
子
安
地
蔵
は
散
見
す

る
が
そ
の
数
は
少
な
い
。
写
真
は
須

釜
街
道
に
面
し
た
小
高
長
慶
寺
境
内

の
坐
像
で
あ
る
。
造
立
年
代
や
造
立

者
は
不
明
。

1寺

棋
A 
級

一
位

一一位
三
位

一
位

二
位

一一一位

正永政

双車双

里白星

志勝

B 
級

矢須木

吹藤戸

常光峯

雄之士ロ

C 
級

一
位一位

二
位

寿重正

吉矢双

田部里

和やかなムード{こも視線iま盤上に

泉
保
育
所
で
は
、

一
一
月
二
日
¥
一
容
の
火

災
予
防
運
動
に
先
が

け
、
所
内
の
消
火
器

の
点
検
、
取
り
換
え

を
行
い
、
そ
の
あ

と
、
保
母
さ
ん
た
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
消
火

器
を
手
に
、
不
慮
の

出
火
を
想
定
に
、
治

火
訓
練
を
行
い
ま
し

た。

快
適
な
住
ま
い
づ
く
り
を

輝男博

家
庭
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う

と
、
す
ぐ
H

節

約
H

し

た

り

H

我

畑茂
η

す
る
こ
と
を
連
想
し
が
ち
で
す

が
、
決
し
て
そ
れ
ら
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
ど
う
し
た
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
利
用
で
き
る

か
を
考
え
な
が
ら
、
快
適
な
住
ま
い

づ
く
り
を
心
掛
け
る
と
と
、
こ
れ
が

住
ま
い
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

有
効
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
に

は
、
住
宅
そ
の
も

の
を
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
構
造
に
す
る
こ

と
〈
断
熱
材
の
利

用
を
は
じ
め
、
建

物
の
形
や
間
取
り

の
工
夫
な
ど
〉
、
暖

冷
房
給
湯
の
た
め

の
設
備
機
器
は
効

率
の
よ
い
も
の
を

昭久夫光蔵司

使
用
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
太
陽
熱
な
ど

の
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
十
分
に
活
用

す
る
こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー

も
の
し
り
テ
ス
ト
②

ー
、
日
本
は
、
石
油
を
ど
こ
の
間
か
ら

最
も
多
く
輸
入
し
て
い
る
で
し
ょ
う

か

?

A

中

東

B

東
南
ア
ジ
ア

C

南

米

2
、
そ
の
量
は
、
全
輸
入
量
の
う
ち
ど

の
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
?

A

M

W

M

 

B

m

M

 

c

m

N

M

 

3
、
世
界
の
石
油
資
源
は
あ
と
何
年
ぐ

ら
い
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
?

A

m

年

B

ω
年

c

m

年

正
解
は
、
六
ペ
ー
ジ
の
最
後

真織に取り組む保母さんたち
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コ
ル申

請
手
続
が
変
わ
り
ま

L
た

昭和57年 3月 1日

国
民
健
康
保
険

J

療
養
費
や
す支
給
申
請

の
手
続
き
が
、
一
部
変
わ
り

γ

一言
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
じ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
療
養
費
の
支
給
制
度

に
、
療
養
に
要
じ
た
費
用
を
被
保
険
者

が
一
時
支
払
い
(
立
て
替
え
払
い
)
、

後
で
そ
の
費
用
を
村
の
健
康
保
険
か
ら

支
払
わ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
今
ま
で
で
す
と
コ
ル
セ
ッ

ト
を
作
っ
た
場
合
は
、
匿
療
機
関
よ
り

診
断
書
を
書
い
て
も
ら
っ
て
受
領
書
と

一
緒
に
添
付
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
診
断
書

の
か
わ
り
に
役
場
(
叉
は
支
所
)
に
あ

り
ま
す
療
養
費
支
給
申
請
書
用
紙
を
医

療
機
関
に
提
出
し
、
産
師
意
見
欄
に
日
記

入
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
今
ま
で
の

診
断
書
を
添
付
す
る
必
要
が
な
く
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
受
領
書
は
従
来
の
通
り
添
付

し
ま
す
。

No. 187 

そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
な

ら
、
役
場
住
民
課
国
保
係
に
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。

自
動
車
税
の

変
更
登
録
は
い
ま
す
ぐ
に
グ

自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
現
在
の
車

検
証
の
名
義
入
に
対
し
、
五
月
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
自
動
車
に
関
し
て
、
次
の

よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
い
ま

す
ぐ
陸
運
事
務
所
に
登
録
変
更
手
続
き

を
行
っ
て
下
さ
い
。

①
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、
他
人
ヘ

譲
渡
し
た
と
き
。

②
廃
車
し
た
と
き
。

③
住
所
を
変
更
し
た
と
き
。

車
検
証
の
住
所
も
変
更
し
ま
し
ょ
う

な
お
、
こ
の
工
う
な
変
更
登
録
等
の

手
続
き
は
、
自
動
車
販
売
会
社
、
叉
は

自
家
用
自
動
車
協
会
が
代
行
し
て
く
れ

ま
す
。

自
家
用
自
動
車
協
会

石
川
支
部
⑧
二

i
二
六
五
三

郡
山
県
税
事
務
所

⑧

O
二
四
九
l
一
一
一
一
了
六
二
ハ
一

ヘ二

O
四
/

内
線
(
二

O
五
)

。
退
職
金
と
税
金

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
い
つ
か
は
「
退

職
」
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
と

き
手
に
す
る
の
が
退
職
金
で
す
。

退
職
金
に
は
1

所
得
税
や
住
民
税
が

か
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
源
泉
徴
収
さ
れ
ま

す
が
、
長
い
間
の
勤
労
に
対
す
る
報
酬

で
す
か
ら
、
ほ
か
の
所
得
と
は
分
離
し

て
課
税
さ
れ
る
な
ど
、
よ
り
軽
い
負
担

で
済
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三.9

今:国
かの

おら沿
く予土き
と約 :守二

便 じ 口

号で J
す ，，~

。
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

高
校
・
大
学
等
に
進
学
さ
れ
る
方
の

ご
尖
兄
。

。
ご
融
資
額

一
世
帯
あ
た
り
五
十
万
円
以
向

。

利

率

ど
融
資
時
の
公
庫
基
準
利
率

。
融
資
期
間

高
校
三
年
以
内
-工
入
学
四
年
以
内
う

ち
一
年
以
内
の
据
置
も
で
き
ま
す
。

。

保

証

人

一

名

以

上

o
申
し
込
み

申
し
込
み
の
提
出
は
、
国
民
公
庫
の

ほ
か
、
最
寄
り
の
商
工
会
議
所
、
村
商

工
会
で
も
受
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
公
庫
へ
ご
照
会
下
さ
い
。

国
民
金
融
公
庫
郡
山
支
庖
(
山
相
郡
山

ピ
ル
五
階
)

干
似
郡
山
市
清
水
台
一
丁
目
六
i
二一

T
E
L
O
一
一
四
九
つ
…
一
一一
)
七
一
四
O

(
福
島
地
方
気
象
台
発
表
〉

前
半
は
、
天
気
が
周
期
的
に
変
わ
り

暖
か
い
日
が
あ
る
で
1
U

ょ
う
。

L
か
し
、
後
半
は
、
強
い
一索
、
さ
の
戻

り
や
、
荒
れ
模
様
の
日
部
あ

e

吹
き、
雪
の

降
る
日
が
あ
る
で
し
ょ
¥
う
ρ

月
平
均
の
気
温
一は
ブ
宅
等
よ
り
や
や

低
く
、
降
水
量

E

ほ
1

会
津
で
平
年
並
か

や
や
多
く
、
中
通
炉
、
浜
通
り
で
は
平

年
並
、
積
雪
は
九
、
平
年
よ
り
少
な
い
見

込
み
で
す
。

日
日
〈
火
〉

四
日
(
金
〉

お
日
(
火
〉

川
品
目
(
水
〉

お
日
(
木
)

m
m
日
〈
月
)。

初
日
(
火
)

住
民
課
衛
生
関
係

事

業

予

定

2
日
(
火
〉
妊
婦
検
診

〈
西
部
〉
母
子
セ

ン

タ

ー

午

後

1

時

1
2時

6
日
(
土
)
母
親
学
級

就
業
改
善
セ
ン
タ

ー

9
時
初
分

1

ロ
時

妊
婦
検
診
ハ
東
部
)
母
子

セ
ン
タ
ー
午
後
1
時

1

2
時

健
康
づ
く
り
講
演
会
就

業
改
善
セ
ン
タ
ー
午
後

1
時

i

1
才
児
・

l
才
6
ヶ
月
児

健
康
診
査
(
東
部
)
須
釜

公
民
館
午
後
1
時
泊
分

1

1
才
児
・
ー
才
6
ヶ
月
児

健
康
診
査
(
西
部
)
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
午
後
1

時
ぬ
分
J

乳
幼
児
検
診
母
子
セ
γ

タ

i

午
後
1
時

1
2時

三
種
混
倉
予
防
接
種
(
第

三
回
目
〉
就
業
改
善
セ
ン

タ

ー

午

後

1
時

m
J
2

時
初
分

三
種
混
合
予
防
接
種
〈
第

三
回
目
)
須
釜
公
民
館
午

後
1
時
叩
分
J
2
時
初
分

公

民

館

行

事

予

定

5
日
(
金
〉

H
H

ハ
金
〉

四
日
ハ
金
〉

H

(

金
〉

書
道
教
室
一
(
須
釜
)

社
交
ダ
ン
ス
教
室

書
道
教
室
ハ
須
釜
〉

社
交
ダ
ン
ス
教
室

3
月
47
百

3
月
幻
自

3
月
幻
自

消
防
記
念
日

春
分
の
日

世
界
気
象
デ

l

お

め

で

(
一
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
〉

ハ
一
月
分
の
死
亡
窟
書
か
ら
〉世

帯

死
亡
者
氏
名
年
令

主
名

文

八

会

也

利

行

多
敬
雄

ナ

ミ

南竜 川地

H 須 11 中"

釜崎 辺区

出
生
児
氏
名

野

崎

知

佳

鈴
木
裕
美
子

小
針
佐
和
子

石
津
江
梨
子

小

林

淳

志

馬

上

公

子

八

木

克

明

お

く

や

地

区

川

辺

蒜

生
小

高

南
須
釜

士ロ

矢
部
文
太
郎

真
弓
保
太
郎

溝

井

庫

治

円
谷
喜
佐
治

有
賀
清
一
郎

編

集

後

記 たみ

保
護
者
名

倉

平

繁

孝
康

徳
節

男

真

作拓

喜

孝

67 59 73 73 74 

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
三
月
二
十

一
日
ご
ろ
に
な
る
と
気
温
も
上
が
り
、

も
う
か
冬
H

に
逆
も
ど
り
す
る
こ
と
も

少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
新
入
学
生
の

み
な
さ
ん
は
、

一一か
ぜ
な
ど
を
ひ
か
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
丈
下
さ
い
。

今
月
は
、
グ
ラ
ブ
紹
介
を
休
ま
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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